


ア ー スレイズ・藤堂専務
と筆者は荻野社長にお話
を伺うため埼玉の Blue

Styleへ伺いました。

Google て 「自 然 素 材」
て検索すると 2憶7千8
百万ヒット。 「自然素材の Blue Style株式会社
家」て検索すると 1億3 代表取締役荻野勇樹様
千万ヒット。メチャメチャ多い。マ ーケティングて捉えるなら
ば、 「自然素材の家」というキー ワ ードはレッドオーシャン。
独自性、優位性があるとは言えませんても、Blue Style様はこの

「自然素材の家」にこだわリを持っておられました。

®どうして自然素材の家にこだわるのてすか？

私が幼い頃、弟がアレルギ ー て小学校の時いじめに あっ
ていました。私は兄としてとても悔しい思いをしたのて
す。そして、 アレルギ ーは家そのものが引き起こしてい
るのてはないか？とずっと疑問視していました。壁も天井
もビニール、床も接着剤入り合板。私が大工をやっている
時の現場てはくしゃみもひどく、子供がいる自分の家て
は絶対にこんな素材は使わない、と思ったものてす。アレ
ルギ ー になるようなシックハウスをプロとして作っては
いけない。そう決意し、まず 「 試作」として自分の家を
自然素材て建てました。

®B1ueStyle様の 「自然素材の家」の特徴は？

自然素材（無垢材）は割れるし反ります。てすから自然素
材ならなんてもいい訳てはあリませんし、施工も簡単ては
あリません。まず無垢材については、 床や柱以外に 構造材
にも使用し、耐久性を高めています。またの含水率の低い
高品質なものを多 用しています。その他、調湿作用があり
空気を綺麗に保つ漆喰などの塗リ壁も家づくりに 取リ入れ
ています。自然素材の施工については、その施工技術や知
識・センスが必要て、大工てあった私自身も職人を指導し
てきました。現場ては色々な意見 が出ますが教育をしなが
ら ‘‘すべてはお客様のために ” と言い続け、結果みんな理
解を示し信頼てきる職人に育ってくれました。

@ Blue Style様の企業理念はなんてすか？

前述しました r すべてはお客様のために」てす。自分の家
族が病気になるような家はプロとして建ててはいけない。
それが 「すべてはお客様のために 」を理念にした根っこて
すね。この理念を 実践するには自然素材にこだわるだけて
はダメ て、様々な角度から何が必要て何をするべきか、を
構築しBlue Style独自の家創りを確立させました。理念実践
のためのポイントは大きく8つてす。

すべてはお客様のために

自然素材の空間 ‘’天然無垢材の構造

＂耐震等級 3 匹g -,II 高断熱＋蓄熱
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職人たちの技術 -■ 生活しやすい設計

＂空間デザイン ーロアフターメンテナンス

®ァ ー スレイズとの取り組みはどうして？

最後に アースレイズとの取り組みについてお話を伺いまし
た。もともと地盤調査に対しては半信半疑てした。調査の
仕方にしても解析にしても改良工事が多いことも、すべて
に対し “本当に これていいの？ ’'と。ても、アースレイズ
の調査 ・ 解析の論理的て精密な内容を知った時 「やっと出
会えた！」と思ったのてす。それからずっとお願いしてい
ます。さらに、耐震等級3性能を基準にしていることから、
エビデンスとして構造計算もお願いしています。

取材を終えて
荻野社長様、上から 目線てもなく、柔らか過ぎることもな
く、へつらう訳てもなく、穏やかに爽やかに凛としてお話
ししてくださいました。 取材は本社のスタジオて行ったの
てすが、その居心地のいい空間に流れる社長の声は五感に
優しい住空間そのものだった。決して言い週ぎてはないと
思います。
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今回は株式会社アースレイズ西日本支店をご紹介。
吉永支店長にお話をお伺いしました。

生年月日：1959年9月
趣 味：音楽鑑賞

（ソウルミュ ー ジック）
特 技：スポー ツ

（水泳•野球他）
所：超ポジティブ思考

短 所：体力への過信
座右の銘：行雲流水

※人生なるようになる

創設から現在まての状況は？
アースレイズ西日本支店2020年4月に創設されましたが、そ
れに合わせて私が支店長に任命されました。6月にはアースレ
イズ福岡、11月にはアースレイズ宮崎が設置され、地盤調査
をスタートさせました。翌2021 年2月にはアースレイズ山陰
もスタート。我々の地盤調査がどんどん認知され広がりを見せ
ていますが、同時に責任も感じています。

吉永さんが支店長になった経緯を教えてください。

もともと私は製紙業の営業をしておりましたが、35歳の時
にとあるご縁て地盤調査会社へ転職しました。そこて感じた
ことは、地盤調査→地盤解析→地盤改良 がマッチポンプてあ
ること。そしてその基準が全て曖昧て、明確てはないこと。
さらに言えば、多くの問題点を学んているにも関わらず、関
係者の誰もがその問題点に疑問を呈さないこと。
レベルの低いこの宅盤業界の改善したい、と考えるようにな
り自分て地盤調査会社を立ち上げました。通算約25年間、
地盤調査に携わっていますが、残念ながら宅盤業界のレベル
は低いまま、と言わざるを得ません。業界を変えたいという
思いは募るばかリてした。
そんな気持 ちていた時、古澤社長から一緒にやろう、とお 声
掛けして頂きました。古澤社長のことは前々から存じ上げて
いましたし、私が理想とする 「明確な基準、適正な方法」を
持った上て理念の実践をされていることに敬意を払っており
ました。てすから、西日本を任されること、快諾しアースレ
イズに参加したのてす。

地盤調査に注力されていることは？

一般的に行われている地盤調査のデータを中心に解析行うと、
推測の域を超えることは不可能て、どうとても解釈てきる判
定になってしまいます。結果、推測てあるため改良判定にな
ってしまうことが非常に多い。改良判定が悪いとは言いませ
んが、それてはなぜ地盤調査を行うのてしょうか。地盤改良
あリきてあるならば、地盤調査などする必要もありません。

「地盤調査」の目的は、予算・環境問題等における不必要な
改良工事を無くすためてす。この目的を達成することを常に
意識しアースレイズの地盤調査・解析を広めています。

構造計算にも力を入れておられるようてすが？

西日本支店を立ち上げて分かったことてすが、4号特例がある
ことて、多くの住宅が構造計算をしていないことに正直驚きま
した。日本ては震度6以上の地震が頻繁に起こり、その度に建
物が倒壊するなどの甚大な被害が出ています。それなのに一般
住宅の構造計算は4号特例があることてなかなか進まない。
この事実、いま私が一番納得いかないことてす。これは是非と
も改善していかなくてなならないことてすから、地盤調査と併
せて、構造計算の必要性も強くアピールしていきます。

現状の課題と今後目指すことを教えてください。

私たちの事業はテクニカルメンバーに支えられています。多く
の工務店さんや建築士の方々はもちろん、一般ユー ザにも広
める必要があリますし、地盤調査や構造計算を多くこなして
いく必要もあリます。しかし、まだまだテクニカルメンバー

の数も少なく、広がリも対応も後手になっていることが課題
てす。そこて今後は、テクニカルメンバーの拠点と調査員の数を
もっと増やしていきます。そして西日本エリアてアースレイズ
のムーブメントを起こすことを目指します。

筆者談

最後に吉永支店長は明る＜強く、こう締めくくリました。
「住宅建築における地盤調査及び構造計算（許容応力度計算）の

重要性を伝えることを通して、人類の未来と地球斑境への配慮
に少しても貢献てきたらと思います。」と。
腰が低く、 優しい言い方て非常に好感が持てる支店長。この結
びの言葉は嘘偽リがない心からの声、として響きました。今回
の取材を通して、西日本支店の行動理念にも大いに共感てきた
ことも付け加えておきます。

西日本支店の行動理念 I 

11
日

今回は
株式会社アースレイズ

西日本支店を

突撃取材しました。

r安心•安全な家づくり」を目指すビルダー との
出会いをつくる

r安心•安全な家づくり」を目指すビルダー と
パ ー トナ ー シップを結ぶ

＇ぢ‘そ界竺？甜
」を目指すビルダー を
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